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目 的

手 持 ち被 服 に 関す る調 査 報告 は 数 多 いが,本 調 査 は,第 一 次石 油 シ ョック を経 験

し,又,現 在 の イ ンフ レー シ ョン経 済下 で は,所 持被 服は,い か に 選 択(購 入),

着 用,保 存 され て い るの か,東 京都 内女 子学 生119才 ～20才)を 対 象に,被 服

の 種 類 別に,そ の構 成 材 料(繊 維),所 持年 数 につ いて 調 査 し,そ の 平均 的傾 向

(実 態)を 把 握 し,今 後,被 服管 理,被 服 計画,及 び被 服学 教 育 に 資す る こ とを 目

的 とす る。

方 法

① 対 象 …… 短 大 女 子学生(19才 ～20才)95名 。 ② 調 査手 法 …… 質 問 紙法。

(SS自 身が 所 持被 服 を調べ る。)③ 調 査期 間 ・ ・昭 和51年9月(1ケ 月 間)。

結 果及び考察

Table(1)に 示 す よ うに,回 答 者 は95名 で,被 服 の 所 持 総 枚 数 は11875枚(布

地 の 買 い 置 き,・ ・ン カ チ ー フ を 含 む 。)で,一 入 平 均125枚 の 被 服 を 有 す る こ と に

な る 。 又,被 服 の種 類 別 に み る と,・ ・ン カ チ ー フ(実 数1155枚,パ ー セ ン テ ー ジ

12.1)が 最 も所 持 枚 数 が 多 く,次 い で,ス カ ー ト(998枚,10.5パ ー セ ン ト)で あ

り,い ず れ も,平 均 的 に み て 一 人10枚 以 上 を 所 持 して い る と い う こ と に もな る。

① ブ ラ ウス(長 袖),② ソ ッ ク ス 類,③ セ ー タ ー,④ ブ ラ ウス(半 袖 又 は ノ ー ス リ

ー ブ)が ,次 群 と し て リス トア ッ プ さ れ る。(①941枚,9.9パ ー セ ン ト),(②

820組,8.6パ ー セ ン ト),(③767枚,8。0パ ー セ ン ト),(④651枚,6.9パ

ー セ ン ト)殊 に 所 持 枚 数 の 少 な い もの は,寝 間 着(き もの 式)で あ り,(実 数20

枚,パ ー セ ン テ ー ジ0.2)次 い で,布 地 の 買 い 置 き(55枚,0.5パ ー セ ン ト),

シ ョ ー ル(61枚,0.6パ ー セ ン ト),タ イ ツ(69枚,0.7パ ー セ ン ト)で あ る。

又,ス ー ツ(72枚,0.8パ ー セ ン ト),ツ ー ピー ス ・ ドレス(76枚,0.8パ ー

セ ン ト),部 屋 着(79枚,0.8パ ー セ ン ト),着 物(袷,単 衣,平 常 着)の(83

～84枚,0 .9パ ー セ ン ト)所 持 枚 数 は 少 な い とい う結 果 を み た 。 平 均 的 に み て,
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そ の パ ー セ ン テ ー ジ か ら,一 人1枚 は 所 持 し て い る も の と し て は
,実 験 着(実 数

106枚 ・ パ ー セ ン テ ー ジ1 ・1)・ シ ョ ー ト ・・〃(91枚,1 .0・ ・一 セ ン ト),ヤ

ッ ケ(ジ ャ ン パ ー)(103枚 ・1・1・ ° セ ン ト),レ イ ン コ ー ト(ダ ス タ ー コ ー ト)

(137枚 ・1・4パ ー セ ン ト)・ ト レ ー ニ ン グ ・・ 〃(134枚,1 .5・0セ ン ト),

足 袋(140枚,1.5パ ー セ ン ト),水 着(149枚,1 .6パ ー セ ン ト),和 服 下 着

(一 一)(166枚,1.8パ ー セ ン ト),ジ ャ ン パ ー ス カ ー ト(173枚,1 .8パ ー

セ ン ト),帯(178枚,1 .9パ ー セ ン ト),帽 子 類(176個,1 .9パ ー セ ン ト)で

あ る 。 平 均 的 に み て,一 人2枚 を 所 持 す る も の と し て は ,ゆ か た(実 数194枚,パ

セ ヌ テ ー ジ は2.0),オ ー バ ー コ ー ト(220枚,2 .3パ ー セ ノ ト),手 袋(ミ トン)

(230組 ・2・4パ ー セ ン ト),ジ ャ ケ ッ ト(ブ レ ザ ー コ ー ト)(239枚,2 .5.0

セ ン ト)が あ げ ら れ る 。 以 下,一 入3枚 を 所 持 す る も の と し て は
,エ プ ロ ン 類(実

数301枚 ・ パ ー セ ン テ ー ジ3.2),ベ ス ト(306枚,3 .2・ °一 セ ン ト),ニ ッ ト ス

ポ ー ツ シ ャ ツ(323枚,3 .4パ ー一セ ン ト),布 製 ス ポ ー ツ シ ャ ツ(343枚,3 .5パ

Table(1)被 服 の所持枚数 と百分率(N=95)

所持枚数
種 類 実 数 百分率 所持枚数

種 類 実 数 百分率

オ ー バ ー コ ー ト(マ ン ト) 220 2.3 着物(袷) 84 0.9

レ イ ン コー ト(ダ ス タ ー) 137 1.4 着物(平 常着) 83 0.9

実験着(白 衣) 106 1.1 ゆかた 194 2.0

ス ー ツ 72 o.s 帯 178 1.9

ツー ピー ス ドレ ス 76 o.s 寝間着(き もの式) 20 0.2

ワ ン ピー ス ドレ ス II, 4.6 ネ グ リジ ェ(パ ジ ャ マ) 439 4.4

ジ ャ ケ ッ ト(ブ レ ザ ー) 239 2.5 和服下着(襦 袢) 166 1.8

ブ ラ ウス(長 袖) 941 9.9 エプロン類 301 3.2

ブ ラ ウ ス(半 袖,ノ ー ス リー ブ) 651 6.9 ソ ック ス 類 1 8.6

セ ー タ ー 767 8.0 タ イ ツ 69 0.7

カ ー デ ィガ ン 378 3.9 足 袋 140 1.5

ニ ッ トス ポ ー ソ シ ャ 323 3.4 帽 子 類 176 1.9

布 製 ス ポ ー ツ シ ャ ツ 343 3.5 手 袋(ミ トン) 230 2.4

ス カ ー ト ・ ・; 10.5 シ ・一 ル(ス トー ル) 61 o.s

パ ン タ ロ ン(ス ラックろGパ ン) 448 4.7 ス カ ー フ類 418 4.4

シ ョー ト パ ン ツ 91 1.0 布地(買 い知き) 55 0.5

水 着 149 1.6 ベ ス ト 306 3.2

ヤ ッ ケ(ジ ャ ン パ ー) 103 1.1 ジ ャ ン パ ー ス カー ト 173 1.8

ト レー ニ ン グ パ ン ツ 134 1.5 ハ ン カ チ ー フ
1155 12.1

部 屋着(バ ス ロー ブ) 79 o.s Total 1187.5 X125
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Fig(1)被 服 別所持枚数(平 均)N=95

Table(2)百 分 率か ら平均的にみた被服の所 持枚数(1人 当 り)

※()内 は百分率

内容
枚 数

被 服 の 種 類

1枚 以下 の もの 寝 間 着(き も の式)(0.2),布 地 買 い 置 き(0.5),シ ・一 ル(ス トー ル)

(0.6),タ イ ツ(0.7),ス ー ツ(0.8),ツ ー ピ ー ス ドレ ス(0.8),部 屋

着(0.8),着 物(袷)(0.9),着 物(単 衣)(0.9)

1枚 以 上の もの 実 験 着(1.1),シ ・一 トパ 〃(1.0),ヤ ・ ケ(ジ ・ ン パ ー)(1・1)・ レ

ィ ン コーr(1.4),ト レ ー ニ ン グ パ ン ッ(1.5),水 着:(1.6),足 袋(1.5)

和 服 下 着(1.8),ジ ャ ン パ ー ス カ ー ト(1.8),帯(1・9),帽 子 類(1・9)

2枚 以 上の もの ゆ か た(2.0),オ ー バ ー コー ト(2.3),手 袋(ミ ト ン)(2・4),ジ ャ ケ ッ

ト(ブ レザ ー)(2.5).

3枚 以 上の もの ベ ス ト(3.2),エ プ ロ ン類(3.2),ニ ッ トス ポ ー ツ シ ャ ソ(3.4),布 製 ス

ポ ー ツ シ ャ ツ(3.5)

4枚 以 上の もの ネ グ リ ジ ェ(パ ジ ャマ)(4.4),ス カ ー フ類(4.4),ワ ン ピー ス ドレ ス

(4.6),パ ン タ ロ ン(Gパ ン,ス ラ ッ ク ス)(4・7)

6枚 以 上の もの ブ ラ ウ ス(半 袖,ノ ー ス リー ブ)(6.9)

8枚 以 上のもの セ ー タ ー(8.0),ソ ッ ク ス 類(8.6)

9枚 以 上の もの ブ ラ ウ ス(長 袖)(9.9)

10枚 以 上の もの ス カ ー ト(10.5)

12枚 以 上の もの ハ ン カ チ ー フ(12.1)
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卜Eg.(2)被 服 種類 別 の 各繊 維 に 於 け る百 分率
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一 セ ン ト) ,カ ー デ ィ ガ ン(378枚,3.9パ ー セ ン ト)で あ り,一 人 に つ き4枚 の

も の と して は,ス カ ー フ類(実 数418枚,パ ー セ ノ テ ー ジ4.4),ネ グ リ ジ ェ(パ

ジ ャ マ)(439枚,4.4パ ー セ ン ト),ワ ン ピー ス ドレ ス(440枚,4.6パ ー セ ン

ト 〉,パ ン タ ロ ン(Gパ ン ・ス ラ ック ス)(448枚,4.7パ ー セ ン ト)で あ る。

(Fig.(1),Table(2)を 参 照 さ れ た い 。)四 季 を 通 じ て 使 用す る ハ ン カ チ ー フ の 所 持

枚 数 が12.1パ ー セ ン トと一 人 当 りの 平 均 枚 数 も多 い こ とは,衛 生 的 に み て も,(実

用 面)服 飾 面(美 的側 面)か らみ て も妥 当 で あ ろ う。 又,6枚 か ら10枚 を 所 持 す

る とい う,ブ ラ ウス 類(長 袖,半 袖,ノ ー ス リー ブ),セ ー タ ー,ス カ ー ト,に つ

い て 検 討 す る 時,女 子 学 生 は,着 用 し 易 い 組 み 合 わ せ を 好 み,気 軽 に そ の 形 態 の 変

化 を 作 り 出 し,肩 の 張 らな い 衣 服 生 活 を 営 み,衛 生 面,美 的 側 面 に も神 経 の ア ン テ

ナ を張 っ て い る よ うで あ る。(後 述 す る が,ブ ラ ウス,ハ ン カ チ ー フ の 中 に 絹 製 品

も み られ る 。)又,ソ ッ ク ス の 組 枚(8。6)に つ い て み て も,気 軽 く取 り替 え る 有

り様 が うか が わ れ,清 潔 さ を保 つ とい う観 点 か ら も妥 当 な パ ー セ ン テ ー ジ を 示 した

も の で あ ろ う。 以 上 毎 日 取 り替 え 着 用 す る被 服 に 反 し,平 均 的 に4枚 以 上 所 持 して

い る,ス カ ー フ 類,ワ ン ピー ス ド レス,パ ン タ ロ ン(Gパ ン,ス ラ ッ クス)は,美

的 価 値 感 を 満 足 さ せ る 目 的 も軽 視 出 来 な い 。 又,四 季 を 通 じて 着 用 しつ づ け る とい

う も の で も な い 。(ワ ン ピー ス ドレ ス は 夏 季 の もの が 多 い 。)ネ グ リ ジ ェ(パ ジ ャ

マ)に つ い て は,夏 季 用 の もの,冬 季 用 の もの と,そ れ ぞ れ 区 別 して 所 持 さ れ て い

る 事 実 は,後 述 す る 被 服 の 構 成 繊 維 の 箇 所 で も指 摘 した い 。 替 え の ネ グ リジ ェ(パ

ジ ャ マ)を 所 持 して い る こ と も妥 当 で あ ろ う。3枚 以 上 の 所 持 を 示 し た ベ ス ト

(3.2)も,服 飾 的 価 値,実 用 性(春 秋 季 に は,ブ ラ ウス の 上 に 組 み 合 わ せ,冬 季

に は 上 着 の下 に 中 間 着 と して 着 用 して い る と い う事 実),共 に 上 手 な 使 用 法 で あ ろ

う。 エ プ ロ ンは,働 き着 と して の 実 用 性 と美 的 価 値 を 満 足 さ せ る の に 妥 当 な 枚 数

(3.2)を 示 した こ と に もな ろ う。 ニ ッ ト,布 製 の ス ポ ー ツ シ ャ ツ が そ れ ぞ れ

(3.4～3.5パ ー セ ン ト)女 子 学 生 に 好 ん で 着 用 さ れ て い るの は 経 済 面(購 入 しや

す い),機 能 面(着 用 しや す い),衛 生 面(洗 濯,乾 燥 が 手軽 に 出 来 る)の 要 求 も

満 足 さ せ,平 常 着 と して,組 み 合 わ せ の 着 用 も 出 来 や す い(ス カー ト,Gパ ノ,ス ラックス,

シ ョー トパンツ,etc…)と い う利 点 も あ ろ う。 次 に,2枚 以 上 所 持 す る オ ー バ ー コ ー

ト(2.3),手 袋(ミ トン)(2.4),ジ ャ ケ ッ ト(ブ レ ザ ー コ ー ト)(2.5)も

替 え着 の 目的 に 合 致 す る。 た だ,ゆ か た(2.0)の 所 持 に つ い て は,SS自 身 が 家

政 科 の 学 生 で も あ り,教 材 と して 製 作 した とい う特 殊 性 もみ られ る。(同 時 に ゆ か

た を着 用 ・所 持 す る とい う こ と を 通 じ て,和 服 へ の 関 心 も高 ま りつ つ あ る こ と も事
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実 の よ うで あ る。)又,一 人1枚 は 所 持 して い る もの と し て は,実 験 着(白 衣)

(1.1)でSSの 専 攻 の 関 連 と い う特 殊 性 も あ る 。 ス ポ ー ツ 用 品 と して の ヤ ッ ケ,

ト レー ニ ン グ パ ノ ツ,水 着,シ ョ ー トパ ン ツは 生 活 に 余 裕 が み られ,女 子 学 生 に は

是 非 欲 しい 被 服 で あ ろ う。 又,こ れ らの 被 服 か ら青 年 期 の 余 暇 の 健 康 的 な一 端 も 指

摘 出 来 る よ うで あ る 。 足 袋,和 服 下 着,帯 に つ い て は,和 服 へ の 関 心 の 芽 生 え もみ

られ た。 レ イ ン コ ー ト(ダ ス タ ー コ ー ト),帽 子 類 は,美 的 側 面,実 用 性(衛 生 面)

か ら も 当 然 所 持 さ れ て い て よ い で あ ろ う。 最 後 に,ス ー ツ(0 .8),ツ ー ピ ー ス ド

レ ス(0.8)の 所 持 数 が 少 な い 結 果 が あげ られ る が ,SSは,い わ ゆ る 肩 の 張 る ス

タ イ ル は 好 ま な い 傾 向 を み た と も 言 え る で あ ろ う。 これ は,社 会 ,文 化 か らの 影 響

と 経 済 面 か ら,そ の 生 活 水 準 に も 帰 因 す る 結 果 で あ ろ う。 こ れ は,所 持 枚 数 が1枚

以 下 と パ ー セ ン テ ー ジに 示 さ れ た 着 物(袷,単 衣),部 屋 着,シ ョー ル(ス トール),

布 地 の 買 い 澄 き,き もの 式 寝 間 着 に つ い て も言 及 す る こ とが 出 来 る し,女 子 学 生 に

と っ て は,必 需 品 で は な い こ と は 指 摘 して よい で あ ろ う。

以 上,述 べ て 来 た こ とか ら,殊 に,女 子 学 生 の リ ラ ッ ク ス した 動 き は,同 時 に,

日 常 の 被 服 生 活 の 上 に も指 摘 出 来 る で あ ろ う し,被 服 管 理 の 面 か らは,使 い 捨 て て

も惜 し くな い 整 理 法 を も,手 軽 に 取 る で あ ろ う こ と も推 察 さ れ る 。

Table(3),Fig.(2)は,構 成 繊 維 別 に み た,各 被 服 の 総 数 よ りみ た 実 数 と,そ の パ ー

セ ンテ ー ジ を 示 す もの で あ る。 ヤ ッ ケ(69パ ー セ ン ト),水 着(60パ ー セ ン ト)

の 合 成 繊 維,シ ョー ル(ス トー ル)(79パ ー セ ン ト),手 袋(ミ トン)(74パ

ー セ ン ト)
,着 物(単 衣,平 常 着)(86パ ー セ ン ト),オ ー バ ー コ ー ト(78パ

ー セ ノ ト) ,セ ー タ ー(62パ ー セ ン ト),ベ ス ト(61パ ー一セ ン ト)の 羊 毛,又,

着 物(袷)(85パ ー一セ ン ト),ス カ ー フ 類(54パ ー セ ン ト),帯(51パ ー セ

ン ト)の 絹 の 他,木 綿 は,先 ず ね ま き(100パ ー セ ン ト) ,ゆ か た(99パ ー セ ン

ト),実 験 着(96パ ー セ ン ト),・ ・ンカ チー フ(93パ ー一セ ン ト),部 屋 着(82パ ー

セ ン ト),エ プ ロ ン類(91パ ー セ ン ト),足 袋(86パ ー セ ン ト) ,ブ ラ ウス

(半 袖,ノ ー ス リー ブ)(78パ ー セ ン ト),ネ グ リシ ェ(パ ジ ャ マ)(79パ ー

セ ン ト),布 製 ス ポ ー ツ シ ャ ツ(78パ ー セ ン ト),シ ョ ー トパ ン ツ(74パ ー セ

ン ト),ブ ラ ウ ス(長 袖)(78パ ー セ ン ト),ニ ッ トス ポ ー ッ シ ャ ツ(65パ ー

セ ン ト),パ ン タ ロ ン(Gパ ン)(61パ ー セ ン ト),布 地 の 買 い 置 き(58パ ー

セ ン ト),ワ ン ピー ス ドレス(54パ ー セ ン ト) ,和 服 下 着(襦 袢)(51パ ー セ

ン ト)が い ず れ も50パ ー セ ノ ト以 上 を 示 す もの で あ り ,女 子 学 生 に は 殊 に,木 綿 で
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Table(3)被 服 種類 別 の各繊維 の百分 率

※()内 は実数

繊 維種 類 綿(/) 羊 毛(/) 絹(/) 再 生%) 合 成(/) 混 紡(%) そ の 他(/)

オ ー ノミ ー コ ー ト 2(5) 78(173)
一 一 $(18) 10(22) 1(2)

レ イ ン コ ー ト 17(24) 5(7) 一 一 40(55) 37(51) 冖

実 験 着 96(102)
一 一 一 一 4(4) 一

ス ー ツ 19(14) 38(28)
一 　 15(11) 13(19) 一

ツ ー ピ ー ス 24(18) 36(27)
一 一 13(10) 21(16) 7(5)

ワ ン ピ ー ス 54(236) 11(49) 1(4) 0.2(1) 12(83) 15(67) 1(4)

ジ ャ ケ ッ ト 31 _(75) 42(100)
一 一 11(27) 11(37) 一

ブラ ウス(長 袖) 70(664) 0.2(2) 3(25) 0.1(1) 11(107) 14(135) 1(7)

ブ ラ ウス(半 袖) 78(511) 一 1(5) 一 6(39) 14(89) 1(7)

セ ー タ ー 3(26) 62(469)
一 一 11(88) 24(183) 0.1(1)

カ ー デ ィ ガ ン 6(22) 44(168) 一 1(4) 21(78) 28(104) 1(2)

ニ ッ ト シ ャ ツ 65(204) 4(14)
一 一 16(51) 15(50) 1(4)

布 製 シ ャ ツ 78(269) 1(3) 一 一 3(12) 16(56) 1(3)

ス カ ー ト 28(292) 26(263) 0.1(1) 0.2(2) 17(1.71) 26(260) 1(9)

パ ン タ ロ ン ・Gパ ン 61(274) 19(84) 一 一 8(37) 12(52) 0.2(1)

シ ョ ー ト パ ン ツ 74(67) 3(3)
一 一 9(8) 15(13) 一

水 着 20(30) i(1) 一 一 60(89) 19(29) 一

ヤ ッ ケ ・ ジ ャ ン パ ー 9(9) 9(s) 一 一 69(71) 15(15) 一

ト レ ー ニ ン グ パ ン ツ 34(45) 2(3) 一 4(6) 30(40) 29(39) 4(5)

部 屋 着 82(65) 4(3) 一 一 10(8) 4(3) 一

着 物(袷)
一 11(9) 85(71) 　 1(1) 4(3) 一

着 物(平 常 着) 2(2) 86(71) 一 1(1) 5(4) 5(4) 1(1)

ゆ か た 99(192) 一 一 一 一 1(2) 一

帯 5(8) 11(20) 51(91) 一 11(19) 20(35) 3(5)

寝間着(き もの式) 100(20)
一 一 一 一 一 一

、"o"

不グ リ シ ェ ・ハ シ ャ マ 79(345) 3(13) 一 0.2(1) 8(36) 10(44) 一

和服下着(襦 袢類) 51(85) 5(8) 22(37) 8(10) 10(16) 8(10) 一

エ プ ロ ン 類 91(274) 一 一 1(2) s(17) 3(7) 0.3(1)

ソ ッ ク ス 類 43(354) 6(47)
一 一 23(186) 28(232) 0.1(1)

タ イ ツ
一 22(15) 一 一 41(28) 38(26) 一

足 袋 86(121)
一 一 一 1(1) 13(18) 一

帽 子 類 32(57) 45(80)
一 一 5(8) 9(15) 9(16)

手 袋 2(4) 74(171)
一 一 8(18) 11(25) 5(12)

シ ョ ー ル ・ス ト ー ル 3(2) 79(48) 一 一 $(5) 8(5) 2(1)

ス カ ー フ 類 10(41) 11(46) 54(224) 8・(32) 12(51) 5(21) 1(3)

布地(買 い お き) 58(32) 27(15)
一 一 4(2) 11(6) 一

ベ ス ト 5(16) 61(187) 1(4) 一 11(36) 25(63) 一

ジ ャ ン パ ー ス カ ー ト 44(76) 31(54)
一 一 lo(is) 14(25) 一

ハ ン カ チ ー フ 93(1072) 一 1(12) 一 3(31) 2(23) 1(17)

Toto1 (5655) (2289) (474) (60) (1482) (1808) (107)

一
X (145) (71.4) (47.4) (6.0) (41.2) (47.6) (5.1)

総 計 11875(1696.4)
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構 成 され た被 服 が 数 多 く所 持 され てい る こ と を示す もの で あ る。50パ ー セ ン トを

示 す繊 維 が あ る と して 指摘 さ れ な い被 服 に つ いて み る と,レ イ ン コー トは混 紡 製 品

が あげ られ,多 くは,綿 と合 成 繊維 との混 紡が 主 で あ った。 ス ー ッは主 に 羊 毛で あ

る が,綿,合 成,混 紡 と分散 して い るQツ ー ピース につ いて もス ー ツ との 構 成繊 維

は 同一 で あ るが,各 々の繊 維 の 占め る値 は 分散 し,羊 毛,綿,混 紡 ,合 成,そ の 他

の 順 位 に な って い る。 又,そ の 他 の繊 維 は 麻 を示 す もの で あ る。 ジャケ ソ トで は羊

毛 が トップ を 占め,次 い で木 綿 で合 成,混 紡(羊 毛 と合成)と 分散 して い る。 カー

デ ィガ ン も,羊 毛が トップ を 占め,次 いで,羊 毛 と合 成 の 混 紡,合 成 繊維 の 順位 を

示 して い る。 ス カー トは綿,羊 毛,混 紡 が 分 散 し,次 い で合 成 の 順 位 とな っ て い る。

これ は,夏 期 と冬期 と を区 別 して 着用 して い る よ うで あ る。 トレー ニ ング パ ン ツ も ,

綿,合 成,混 紡 が 分散 して い る。 つ ま り,幅 広 く繊 維 は 使 用 さ れて い る。 帯 につ い

て 取 り上 げ る と,絹 の 外に,混 紡,合 成,そ の他(麻)の 順位 で,絹 を除い て は ,

混 紡合 成 は 平常 用 と して 広 く着 用 され て い る よ うで あ る。 ソ ックス は 綿,混 紡 ,合

成,羊 毛の 順 に分散 し,広 く使用 され て い る。 又,タ イ ツは,合 成,混 紡 ,羊 毛 と

分 散 して用 い られ て い る。 帽 子 類は,羊 毛が 最 も多 く,次 い で綿 が 占めて い る。 帽

子 は 夏 期の 陽 よけ,冬 期 の 防 寒,と そ の 目的 に応 じて 使 いわ け て い る よ うで あ る。

最 後 に,ジ ャ ンパ ース カー トは,綿,羊 毛,混 紡,合 成 の順 位 で,分 散 使 用 さ れて

い る とい う結 果(実 態)・ をみ た こ とに な る。

Fig-(3)は 被 服 の 耐年 数 を被 服 の構 成 繊 維 別 に各 々の被 服 の 種 類 に よ り ,検 討 した

もの で あ る。 オ ーバ ー コー トは 羊 毛が 最 も 多 く耐年 数は一 応,3年 とみ な して よい

で あ ろ う。 レイ ンコー トで は混 紡 が1年,合 成 は一 応3年 とみ な して よい し ,綿 は

4年 とい うこ とにな り,そ れぞ れ の繊 維 に依 り耐年 数が 異 る とい う結果 を得 た こ と

に な る。 実 験着 は1年 とい う経年 数 で あ るが,こ れ は,耐 年 数 と考 える よ りSSの

購 入 した 時 期が一 定 で あ り例 外の ケ ース と した い。 ス ー ツの 耐年 数 も一 応3年 とみ

な して よい で あ ろ う。 ツー ピース ドレス は2年 で あ ろ うか。 ワン ピー ス ドレス は ,

い ず れ の繊 維 に於 いて も3年 とい うこ とにな る。 ジャ ケ ッ トは ,羊 毛 では3年,綿

は2年,合 成,混 紡 につ い て も2年 とみ て よいで あ ろ う。 ブ ラウス(長 袖)は 綿 で

は 一 応3年 で あろ う。 合成,混 紡 は2年 ま で で以 後,急 激 な下 降 を示す。 ブ ラ ウス

(半 袖)は,綿 では3年,混 紡2年,合 成 は2年 か ら3年 にか け て ゆ るや か な下 降

を 示 しては い るが,一 応3年 とみ な して よいで あろ う。 セ ー ター は ,構 成 され てい

る す べ て の 繊維 につ い て3年 の 耐年 数 で あ る とみ て よい で あろ う。 カーデ ィガ ンは

2年 か ら3年 の 間 に急激 な下 降 を示 して は い るが ,繊 維 に老 化 現 象が 起 って い る と
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Fig.(3)繊 維 別 被服 所 持 枚数 と経 年 数
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は 言 え,一 応3年 の 耐年 数 とみ て も よい で あ ろ うが,セ ー タ ー と比 較す る とカー デ

ィ ガ ンの 性 格か らみ て も,上 に羽 織 った り,中 間 着 に も着用 す る こ とか ら も,痛 み

が 激 しいの で あろ うか。 ニ ッ トスポ ー ツ シ ャ ツは,3年 の 耐年 数 で あ る。 布 製 ス ポ

ー ツ シ ャ ツは 綿 で は3年,合 成,混 紡 で は2年 で あ ろ う。 ス カー トは,綿 合成 混

紡 で は3年,羊 毛 は2年,デ ー ターは 少な い が 絹 の場 合 は,使 用 す る 目的 も他の 繊

維 とは 異 るた めか,3年 の 耐年 性 を示 して い る。 パ ン タ ・ノ(Gパ ン)は,綿 では

3年 の 耐年(主 にGパ ン),羊 毛,合 成,混 紡 に つ い て も同様 の 耐年 数 を示 して い

る。 シ ョー トパ ン ツは,一 応3年 で あろ う。 水 着は 羊 毛が4年,綿 は3年 の 耐年 数

で あ ろ う。 トレー ニ ン グパ ン ツは 混 紡 で は4年,他 の 繊維 では3年 の 耐年 数 とみ て

よ い で あろ う。 部 屋着 は3年,着 物(袷)は5年 以上 の 耐年 性 を示す もの もみ られ

る。(主 に外 出着,訪 問 着 と して着 用 し,大 切 に保 存 さ れ,平 常 着 に は 着用 す る機

会 が 少 な い。)着 物(平 常 着,単 衣)は 一 応3年 の 耐年 数 で あろ う。 ゆ か た の 耐年

数 は 一 応3年 とみ て 妥 当 であ ろ う。 帯 は綿 で は3年 の 耐年 数,絹 は5年 以上 の もの

もみ られ る。 これ は 着物 袷 の 絹 織 物 と同様 に推 察 して よい で あろ う。 又,混 紡 につ

い て も同様 で あろ う。 他 の繊 維 で は3年 の 耐年 数 で あろ う。 寝 間着(き もの式)は,

元 来,所 持 枚数 が 少な く,か な り趣 味 的 に取 り扱 って い る よ うで あ るが,耐 年 数 は
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Table(4)繊 維 別 に みた ハ ンカ チ ー フの

所 持 経 年 数

訳 1 2 3 4 5以 上

綿 .11 202 ,・ 66 57

羊 毛 一 心 一 一 　

絹 7 2 3 一 一

合 成 22 13 4 一 　

混 紡 20 2 1 一 一

そ の 他 13 4 一 1 一

※繊 維,そ の他 は麻を示す。

一 応2年 で あろ う
。 ネグ リジ ェ(パ ジャマ)

は,綿,混 紡 では3年,合 成,羊 毛は2年 と

み て よいで あろ う。 和 服下 着(襦 袢)は,綿

で は3年,絹 織物 では2年 で あ る。 エ プ ロ ン

は,綿 では3年,他 の繊 維は1～1.5年 とい

う こ とにな る。 ソ ックス 類は,綿 で は4年,

合 成,混 紡,羊 毛 では3年 とい うこ とにな る。

タ イ ツは,合 成 で5年 以上,綿,混 紡 では2

年 の 耐年 数で あろ う。 足 袋は,綿 で は3年,

混 紡は2年 で ある。 帽子 は3年 の 耐年 性 が 示

さ れた。 手袋 は 羊 毛,皮,合 成,混 紡は3年,

綿 は2年 で ある。 シ ョー ル につ いては,羊 毛

で3年 の耐午 とみ て よい で あ ろ うし,合 成,

皮,綿 いず れ も2年 の 耐年 性 が 示 さ れて い るQ

ス カー フは,絹,羊 毛 では 保存 に依 っで は5

年 以 上 の耐年 数が 示 され て い るが,混 紡 では3年,綿,再 生 で は2年 で あろ う。 布

地 の 買 い置 きに つ いて は,一 応3年 迄 と した い。 ベ ス トは,一 応3年 とみ て よいで

あ ろ うが,綿 では2年 の ようで あ る。 ジ ャ ンパー ス カー トの 耐 年 数 は一 応3年 で あ

る が,混 紡 の 場合 は1年 か ら2年 目の 間 に 急激 に 下 降 し,一 応1年,綿 に つ いて も

2年 か ら3年 の 間 の下 降が激 し く,2年 の 耐年 数 とみ て よいで あろ う。 最 後 に ハ ン

カ チ ー フの 場合 は 圧 倒的 に綿 が 多 く,そ の 所 持年 数 をみ て も,1年 か ら2年 の 間 に

急 激 に下 降す る。(1年 目の もの は,2年 目の もの の 約3倍 を示 して い る。)こ の

結 果 か ら も,(1年 目の・・ン カチー フ)3:(2年 目)2:(3年 目)1.5:(4

一45一



年 目)0.5:(5年 目)0.5の 割 合 に な って いる。 即 ち,3年 を耐年 数 とみ る こ と

が 妥 当で あろ う。(Table(4)を 参 照さ れ た い。)

以 上 の 結 果か ら被 服 の 耐年 数 は 特 殊 な 被 服 及び そ の構 成 繊 維(繊 維 の 老 化の 激 し

い もの)を 除 き,多 くの もの は一 応,3年 とい う実 態が 指摘 され た よ うで あ る。 又,

着 用 の 仕 方(取 り扱 い)保 存 の仕 方に 依 り5年 以 上 の 耐年 数 を 示 した もの もあ り,

質 実 さが み られ た。 又,SS95名 中,わ ず か に2パ ー セ ン トの者 に絹製 品(ス カ

ー フ 類は 例 外)の 所持 もあ る。 この 事 実 は生 活 水準 に も密接 に 関連 して い る もの と

み て も よいで あ ろ う。

結 論

東 京都 内女 子 学生(19才 ～20才)の 被 服総 所 持 数は,平 均一 人125枚 で あ る。

女 子 学生 は フ ォ ーマ ルな ス ー ツ,ツ ー ピー ス ドレス の 所持 は0.8パ ー セ ン トにす ぎ

ず,従 来の概 念 か らは 予 想 外 に 少な い とい う結果 で ある。 又,こ れ に 反 し,セ ー タ

ー とス カー ト,セ ー ター とGパ ン(パ ン タ ロ ン)と か,ブ ラ ウス(ス ポーツシャツ)

に ス カー ト,セ ー ター,Gパ ン とい う組 み合 わ せ に よる 工夫 が 服 装 の 基 本 と して 好

ま れ て 澄 り,季 節 に依 り,カ ー デ ィ ガン,ジ ャケ ッ トが,そ の 上 に 羽 織 られ て 着 用

さ れ,時 に依 り,絹 の ス カー フ(一 人4枚)を 用 い,そ の 変 化 と,美 的 感 覚 を満 足

さ せ て い る。 次 に被 服の 種 類 を繊 維 別 にみ る と,木 綿 製 品が 最 も多 く,所 持(着 用

さ れ て い る。)次 い で羊 毛 製 品 で あ り,合 成 繊 維 製 品 と しては,水 着,ト レー ニ ン

グ パ ン ツ,絹 繊 維 製 品 では,着 物(袷),帯,襦 袢 類 が あげ られ る。 レ イン コ ー ト,

ス カー ト,タ イ ツは,各 繊 維 共 に 広 く分散 使 用 され て い る。 被服 の 経年 数 では,例

外 は あ るが(実 験 着 は入 学 時 に 購 入。 教材 としての ゆか た),平 均 的 に は,一 応,

3年 が そ の 限 界 で あろ う。 勿 論,構 成 繊 維 の 老 化度 の 差 も考 慮 しな け れ ば な らな い。

た だ,絹 製 品は5年 以上 も保存 さ れ て い る とい う事 実 も あ る。 しか し,絹 を所 持 し

て い るSSは 全 体の2パ ー セ ン トの者 にす ぎな い。 端 的 に言 えば,女 子 学 生は,経

済 的 負担 の軽 い 服装 と,手 入 れ(管 理)の しや す い形 態(被 服の 種 類,構 成 繊 維)

の ものが 好 ま れ,機 能 的 には,動 きの取hや す い(ル ーズ な),平 常着 的 な(ス ポ

ー ツ ウ ェア)も(水 着etc…)平 均 して1枚 は 所 持 して い る。)形 態 が 一 般 的 で あ

る の は,社 会 ・文 化 的影 響 で あ ろ うか。 同 時に,青 年 期 特 有 の 過渡 的状 態 も,和 服

の 所 持数 にみ られ る。 即 ち,和 服 へ の 準備 期 に 当 り,毎 年,何 か を1枚 つ つ 支度 し

つ つ ある とい うのが 現状 で あ ろ う。 しか し,和 服へ の 関 心 は あっ て も,日 常 の 生 活

へ は 結 びつ きに くいの が 平均 的SSの 実 情 で あろ う。 又,被 服 の 管理 面か らは,他
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人 任せ(専 門 的 知識 ・技術 を要 求 さ れ る。)の 形 式 では な く,経 済 的 に も 自 らの 手

に合 った 形態 が 取 られ て い る。 同時 に,現 在 も尚,使 い 捨 て の 実態(芸 術 ・文 化 的

価 値 の 高 い被 服 迄,次 時代へ と伝 承 され に くい状 態)で あ る こ と も指 摘 した い。 そ

して 又,所 持 被 服 に計 画性 の持 た れ て い な い 実情(購 入 時の 選 択法 ,繊 維 の 損 傷の

過 程 に於 け る取 り扱 い 方,及 び,繊 維 の 老 化の 時 点 で の 再 生の 問題)も,資 源 保 存

の 意 味か ら,価 値の 多様 化 以 前の 問 題 と して ,「 方 向づ け 」の なさ れ る ことが 要 望

さ れ る で あろ う。 しか し,現 時 点 で の 女子 学 生 の 所 持被 服の 実 態 は ,社 会 ・文 化 的

影 響 が 強 く,動 的(形 態 の 自由さ)で あ り,健 康 的(衛 生 面 を含 め て)で あ る こ と

と・ 日常生 活 の 中 に於 け る美 的価 値 に重 点 を置 い て い る こ とに も注 目 を要 す る し,

画一 化 さ れ た(フ ァ ツシ ョンの 傾 向)傾 向 を 同時 に 観 察 した次 第 で あ る。
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